
月 活動内容 目的とねらい
身につけて欲しい力

（5領域）
予想される事・注意点

（前年度の課題と今年度の改善点）
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【ねらい】
①　将来就職等で役に立つPC技術(ExcelやWord)を身に付ける。
②　ネットの正しい利用方法や知識、理解を深める。
③　検定試験合格に向けて活動に取り組むという目的意識を持つ。

【支援方針】
①　基本的なPCスキルが身に付くように、外部専門講師（Can Entertainment）に依頼し、継続して支援を行っていく。
②　ネットリテラシー教育を受ける機会をつくり、ネット上の炎上場面やトラブル場面を体験をしてもらう（年2回開催予定）。
③　検定合格を目指し練習期間を設ける。また検定を受けない児も一緒に練習を行い、受検に対して興味や自信をもってもらえるようにする。

令和7年度　PC応用クラス（火）　年間カリキュラム

●PowerPoint、Excel、
Word の基礎を身につける。
 
●繰り返し練習することで操
作に慣れる。
 
●検定練習を通して本試験を
受け、本番の場に慣れる。
 
●5本指を適切に使用してタ
イピングスキル向上を目指
す。
 
●自分の挑戦する級に向けて
検定対策に取り組む。

●PCの基本操作に慣れる。
 
●ネットを利用する際に、情
報を安易に信じず、正しい情
報なのかどうかを自分で判断
できるようになる。
 
●正しいネットの利用方法や
陥りやすいネット上でのトラ
ブル、炎上などについて理解
を深める。

●オリエンテーション
POWERPOINTについて
●HP 作成(基礎知識編)

●ネットリテラシー講座
(夏休み前)
 ●HP 作成(実践編)

●HP作成検定
●PowerPoint、Excel検
定試験対策(12月、2月に
受験)
 
〇ネットリテラシー講座
(正月明け)
↓
検定試験
試験振り返り

●PC 応用クラスの活動の流れ、趣旨を
理解して活動に参加する。
●検定試験に挑戦できるように自信を
つける。
●振り返りをし確認を行う。

●振り返りをし確認を行う。
●誹謗中傷について学ぶ。
●ネットリテラシー講座でネットでの
正しい交友関係について学ぶ。

●検定試験に挑戦できるよう自信を付
ける。
●正しい SNS の使い方について学ぶ。
●自信をもち検定試験に挑む。
●振り返りをし確認を行う。
●誹謗中傷について学ぶ。
●ネットリテラシー講座でネットでの
正しい交友関係について学ぶ。

●最初にみんなで話し合いルールを
自分たちで決めることで、ひとりひ
とりが規範意識をもち活動に参加で
きるようにする 。
●パソコンに集中できるよう、休憩
時間はしっかりとメリハリある行動
ができるように促す 。

●過去問題練習後、ひとつひとつ確
認をし苦手な箇所を減らしていける
ようサポートする 。
●合否で次の検定試験へのモチベー
ションが下がることが見られるが、
検定試験という緊張感のある場を経
験してもらうことで自信に繋げても
らえるようサポートする。

●活動に苦手意識がついてしまわな
いように、職員が側に付きフォロー
を行う。
●活動の途中参加や、休んだ際進み
具合が変わってしまう事があるた
め、休みの児に職員がつきフォロー
する事で足並みを揃えて参加できる
ようにする。
●検定では個人差がでてしまい、目
指す検定級が変わってくるため、全
体での講義が難しくなる。検定前は
対策日を設ける。
●職員も子ども達のフォローができ
るように、プログラミングに対する
知識を身に付ける（外部専門講師が
お休みの時でも対応できるよう
に）。


